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中
央
大
学
が
主
催
す
る
「
高

校
生
地
球
環
境
論
文
賞
」
の
表

彰
式
が
10
月
28
日
、
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
１
４
０
６
号
室
で
行
わ

れ
た
。
第
６
回
目
と
な
る
今
回

10
・
28
第
６
回
高
校
生
地
球
環
境
論
文
賞
表
彰
式

最
優
秀
賞
は
山
梨
県
立
市
川
高
２
年
、
岩
崎
ま
り
子
さ
ん

は
、
総
計
１
３
４
通
の
応
募
が

あ
り
、
多
数
の
応
募
作
の
中
か

ら
、
山
梨
県
立
市
川
高
等
学
校

２
年
、岩
崎
ま
り
子
さ
ん
の「
利

便
性
と
の
戦
い―

―

ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ

の
試
み
」
が
最

優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
。
受
賞
論

文
は
、
電
車
な

ど
交
通
の
便
が

悪
く
、
車
が
な

い
と
生
活
が
難

し
い
山
梨
県
に

お
い
て
、
ど
う

し
た
ら
車
を
利

用
し
な
が
ら
地

球
環
境
を
守
れ

る
か
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
。

　

表
彰
式
に

は
永
井
和
之
総

長
・
学
長
も
出
席
し
、
挨
拶
の

あ
と
入
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表

彰
状
と
副
賞
を
手
渡
し
て
功
を

た
た
え
た
。
田
中
廣
滋
審
査
委

員
長
は
審
査
経
過
や
選
考
ポ
イ

ン
ト
に
触
れ
な
が
ら
「
レ
ベ
ル

の
高
い
論
文
が
多
数
あ
っ
た
」

と
講
評
し
た
。

　

表
彰
式
が
終
わ
る
と
、
在
学

生
た
ち
も
交
え
た
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。
ケ
ー
キ
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
中
央
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
質

問
す
る
受
賞
者
た
ち
。
式
で
の

緊
張
し
た
表
情
も
す
っ
か
り
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
学
生
ガ
イ
ド

に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に

も
参
加
。
中
央
大
学
の
魅
力
を

十
分
に
堪
能
し
た
様
子
だ
っ
た
。

　

最
優
秀
賞
以
外
の
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

【
地
球
環
境
レ
ポ
ー
ト
賞
】

「
水
俣
は
終
わ
ら
な
い
」
＝
熊

本
・
八
代
白
百
合
学
園
高
等
学

校
３
年
、
上
野
由
理

【
優
秀
賞
】

「
レ
ジ
袋
削
減
は
本
当
に
必
要

か
」
＝
大
分
・
岩
田
高
等
学
校

１
年
、
貝
掛
柚
香
子
▽
「
環
境

と
農
業
と
の
共
存
を
目
指
す
私

の
挑
戦
！
」
＝
熊
本
県
立
鹿
本

農
業
高
等
学
校
３
年
、
高
松
正

典
▽「
海
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

＝
神
奈
川
・
横
浜
隼
人
高
等
学

校
３
年
、
半
澤
麻
里
奈

【
佳
作
】

「Think G
lobally A

ct in 
Itabashi.

」
＝
東
京
・
帝
京
高

等
学
校
３
年
、
阿
久
津
裕
子
▽

「
楽
器
と
森
林
の
つ
な
が
り
」

＝
大
分
県
立
大
分
西
高
等
学
校

２
年
、
江
川
美
帆
▽
「
大
量
発

生
」
＝
鹿
児
島
県
立
山
川
高
等

学
校
２
年
、
蓮
子
竜
一
▽
「
循

環
の
環
」
＝
神
奈
川
県
立
西
湘

高
等
学
校
３
年
、
山
本
陽

【
学
校
賞
】
大
分
県
立
大
分
西

高
等
学
校
▽
福
岡
県
立
筑
紫
丘

高
等
学
校
▽
東
京
・
頴
明
館
高

等
学
校
▽
東
京
・
帝
京
高
等
学

校

モ
ノ
レ
ー
ル
中
大
駅
に
も
駅
ナ
カ
が
出
現
⁉

中
大
発
の
「
カ
リ
レ
ル
」
貸
本
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

近
ご
ろ
は
駅
ナ
カ
・
ビ
ジ
ネ

ス
が
大
は
や
り
。
Ｊ
Ｒ
の
主
要

駅
に
は
、
駅
と
は
思
え
な
い
デ

パ
地
下
の
よ
う
な
エ
リ
ア
が
誕

生
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
モ

ノ
レ
ー
ル
の
駅
に
そ
れ
を
望
む

の
は
酷
な
話
だ
が
、中
央
大
学
・

明
星
大
学
駅
内
に
１
件
の
テ
ナ

ン
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の



名
は
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
（
カ
リ

レ
ル
）。
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
な

ら
ぬ
レ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
、
貸
本

屋
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
は
中
央

大
学
商
学
部
３
年
、
茶
川
健
二

郎（
22
）さ
ん
。「
商
学
部
で
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
起

業
家
精
神
）
を
学
ん
で
い
る
、

秋
沢
ゼ
ミ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
有
志
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
貸
本
屋
の
プ
ラ
ン
自
体
は
、

一
昨
年
の
先
輩
方
が
起
業
コ
ン

テ
ス
ト
の『
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ト
』

で
優
勝
し
た
際
の
プ
ラ
ン
で
す
。

な
か
な
か
プ
ラ
ン
を
実
現
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を

今
回
モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
構
内
で

実
現
し
ま
し
た
」。
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ

Ｒ
Ｅ
Ｌ
の
メ
ン
バ
ー
は
中
大
、

慶
應
大
、
横
国
大
生
の
８
人
だ

そ
う
だ
。

　

―
―

『
バ
カ
の
壁
』『
人
は

見
た
目
が
９
割
』
と
い
っ
た
新

書
か
ら
、
大
ヒ
ッ
ト
映
画
の
原

作
『
東
京
タ
ワ
ー
』、
就
職
活

動
の
季
節
柄
『
業
界
研
究
』
と

い
っ
た
類
の
タ
イ
ト
ル
も
目
に

入
る
。
大
き
め

の
本
棚
が
２
つ
、

約
２
０
０
冊
の

本
が
並
ん
で
い

る
。
ど
の
よ
う

な
本
の
回
転
が

い
い
の
だ
ろ
う

か
。

　

「
最
初
は
、

学
生
に
も
っ
と

本
を
読
ん
で
欲

し
い
。
新
し
い

価
値
を
提
供
し

た
い
と
い
う
高

尚
な
理
念
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
書
な

ど
を
多
く
揃
え

て
い
ま
し
た
が
、

消
費
者
の
求

め
る
ニ
ー
ズ
と

は
大
き
く
か
け

離
れ
て
い
ま
し

た
（
笑
）。
回
転
率
が
一
番
い

い
の
は
、
人
気
マ
ン
ガ
の
『
働

き
マ
ン
』
で
す
ね
」
と
、
店
番

を
し
て
い
た
横
浜
国
立
大
学
経

営
学
部
３
年
の
葛
野
太
朗
さ
ん

（
20
）は
言
う
。

　

中
大
生
の
読
書
レ
ベ
ル
は
そ

ん
な
も
の
な
の
か
と
、
ヤ
キ
モ

キ
し
な
が
ら
見
て
い
る
と
、
一

人
の
女
性
が
本
を
手
に
取
っ
た
。

　

「
初
め
て
本
を
借
り
ま
す
。

就
職
活
動
も
あ
る
か
ら
…
」
と
、

言
い
な
が
ら
手
に

と
っ
た
本
に
は
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
文
字
が
。
本
を

借
り
る
と
、
足
早

に
多
摩
セ
ン
タ
ー

行
き
の
モ
ノ
レ
ー

ル
へ
と
向
か
っ
て

い
っ
た
。

　

本
を
借
り
る
際

は
、
ま
ず
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号

な
ど
を
記
入
し
て

会
員
登
録
を
す
る
。

そ
の
後
に
、
名
刺

大
の
カ
ー
ド
と
会

員
規
約
を
渡
さ
れ
、

選
ん
だ
本
を
見
せ

て
、
お
金
を
支
払

う
仕
組
み
だ
。
一

般
的
な
レ
ン
タ
ル

ビ
デ
オ
店
な
ど
の

仕
組
み
と
大
差
は
な
い
。
ち
な

み
に
２
泊
３
日
で
１
０
０
円
。

１
週
間
借
り
放
題
コ
ー
ス
は
３

０
０
円
。
延
滞
料
金
も
設
定
さ

れ
て
お
り
、
１
日
１
０
０
円
也
。

　

そ
も
そ
も
、
中
大
に
は
蔵
書

数
で
私
学
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
図

書
館
が
あ
る
。
貸
本
屋
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
お

節
介
な
が
ら
気
に
な
る
と
こ
ろ

だ
。

 

「
10
月
９
日
に
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
、
平
均
で
１
日
10
人
程

度
の
利
用
が
あ
り
ま
す
ね
。
駅

に
支
払
う
テ
ナ
ン
ト
料
や
、
本

を
買
う
初
期
投
資
も
あ
り
ま
す

か
ら
…
…
ま
ぁ
、
僕
た
ち
が
運

営
し
て
い
る
の
で
人
件
費
が
な

い
の
で
、
ど
う
に
か
こ
う
に
か

と
」。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
は
辛

い
よ
う
だ
。

 

大
手
私
鉄
各
社
に
交
渉
し
て

き
た
が
、反
応
は
思
わ
し
く
な
く
、

そ
の
中
で
、
ち
ょ
う
ど
テ
ナ
ン

ト
が
撤
退
し
た
多
摩
モ
ノ
レ
ー

ル
か
ら
、
趣
旨
を
理
解
し
て
テ

ナ
ン
ト
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。

　

「
今
回
は
12
月
ま
で
の
実
験

で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

し
て
う
ま
く
い
く
よ
う
で
あ
れ

ば
、
継
続
し
て
事
業
化
を
考
え

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
ニ
ー
ズ

の
高
い
マ
ン
ガ
本
を
中
心
に
、

「カリレル」オープン。
円内は茶川さん（左）と葛野さん



　

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
目
抜
き

通
り
、
池
の
上
・
ヒ
ル
ト
ッ
プ

前
に
新
し
い
像
が
登
場
し
た
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
正
義
の
女
神
、

「
テ
ミ
ス
像
」
だ
。

　

昭
和
41
年
法
学
部
卒
の
千
賀

修
一
弁
護
士
（
虎
ノ
門
法
律
経

済
事
務
所
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
、
10
月
22
日
の
除
幕
式

に
は
、
千
賀
氏

と
テ
ミ
ス
像
を

製
作
し
た
彫
刻

家
、
堤
直
美
氏

（
日
展
評
議
員
）

を
招
き
、
永
井

和
之
総
長･

学

長
、
阿
部
三
郎

前
理
事
長
ら
が

出
席
し
た
。
当

日
は
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
で
、

真
新
し
い
像
を

バ
ッ
ク
に
Ｏ
Ｂ

ら
が
写
真
を
撮

り
あ
う
光
景
も

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
正
義
の
女
神「
テ
ミ
ス
像
」

「
公
平
の
精
神
を
」
と
千
賀
秀
一
弁
護
士
が
寄
贈

見
ら
れ
た
。

　

テ
ミ
ス
像
は
高
さ
１
・
７

メ
ー
ト
ル
、
重
さ
は
２
０
０
キ

ロ
ほ
ど
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台

座
を
含
め
る
と
約
３
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
に
な
る
。

　

右
手
に
は
天
秤
、左
手
に
は
剣
。

天
秤
は
「
法
の
公
平
（
衡
平
）」、

剣
は
「
司
法
の
権
威
の
厳
し
さ

（
勇
気
と
正
義
）」
を
意
味
す

る
と
い
う
。
法
の
理
想
を
擬
人

化
し
た
テ
ミ
ス
像
は
世
界
中
の

裁
判
所
で
見
ら
れ
、
日
本
で
も

最
高
裁
な
ど
に
あ
る
。
弁
護
士

バ
ッ
ジ
も
「
テ
ミ
ス
の
天
秤
」

を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
だ
。

　

中
大
に
贈
ら
れ
た
の
は
、
千

賀
氏
が
代
表
取
締
役
を
つ
と
め

る
「
虎
ノ
門
法
曹
ビ
ル
」
前
に

あ
る
テ
ミ
ズ
像
と
同
型
の
も
の
。

こ
と
し
３
月
の
ビ
ル
竣
工
と
合

わ
せ
、
彫
刻
家
の
堤
氏
に
依
頼

し
て
新
た
に
製
作
し
た
と
い
う
。

　

「
駿
河
台
に
在
学
中
、『
青

年
の
像
』が
で
き
て
、狭
い
キ
ャ

ン
パ
ス
な
が
ら
も
学
生
の
心
の

糧
に
な
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
何
か
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

も
う
少
し
品
揃
え
を
充
実
し
た

い
と
思
い
ま
す
」

　

中
大
発
の
駅
ナ
カ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

モ
ノ
レ
ー
ル
の
活
性
化
に
も
一

役
買
う
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

（
学
生
記
者　

滝
沢
孝
祐
＝
総

合
政
策
学
部
３
年
）

の
学
生
た
ち
に
、
と
思
い
ま
し

て
ね
」
と
千
賀
氏
は
寄
贈
の
思

い
を
語
る
。「
法
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
は
い
え
、

　

「
テ
ミ
ス
に
こ
め
ら
れ
た
意

味
は
単
に
司
法
に
限
定
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
社
会
の
公
平
、

経
済
の
公
平
、
そ
し
て
家
庭
の

公
平
な
ど
に
も
通
じ
る
。
総
合

大
学
で
あ
る
中
央
大
学
に
通
う

全
学
生
が
社
会
に
出
て
か
ら
も

『
公
平
』
や
『
正
義
』
を
大
切

に
し
て
欲
し
い
、
と
願
っ
て
い

ま
す
」

　

と
話
し
て
い
る
。

（
学
生
記
者　

有
路
恵
＝
法
学

部
２
年
）

除幕式のあと、テミス像を背に、寄贈者の千賀弁護士（右
から２人目）、彫刻家・堤氏（同４人目）ら


